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発行が遅くなっています，理研会報です。今回は，

８月２２日に行われました，印旛地区教育研究会理

科研究部集会についてです。

毎年，各部会からすばらしい提案が出され，白熱

した議論がされています。今年度も，多くの質問や

議論がなされ，とても有意義な一日となりました。

小学校の助言者には，佐倉市立小竹小学校校長阿

波嵜守先生，中学校の助言者には，千葉県教育庁北

総教育事務所の佐々木猛先生にお願いし，指導を頂

きました。

以下は，参加された先生の感想です。
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印教研集会を振り返って

四街道市立吉岡小学校 水野亜哉

ここ数年の印教研の提案内容は，学習指導要領の改訂に即した内容が多く，授業改善を

するためのヒントがたくさん盛り込まれていると感じます。小学校は新学習指導要領の全

面実施２年目となりますが，それぞれの提案を聞くたびに，自分の授業の技術や指導する

際の考え方をさらに高めなければならないと考えさせられます。

今回の印教研では，２つの部会が人体の学習に関する提案

を行っていました。人体の学習は，自分たちの生命や健康に

直接的に関わることでありながら，実際に見せて説明できる

ものが少ないことが指導の難しさだと思います。そこで，ペ

ットボトルを使った胎児の人形作りや，灯油ポンプを使って

心臓が血液を送り出す量を体感させる実験など，目に見える

形にさせることによって理解を深めさせている様子が詳しく

伝わってきました。

また，「物質を粒子としてとらえる表現活動」，「ペットボトルロケットをより飛ばす

ための工夫」といった，発達段階に応じて工夫された授業実践も数多く紹介され，児童の

目線に立って学習計画を立てることの大切さを感じることができました。さらに印教研で

の質疑応答や講師の先生からの助言によって，より良い内容へ改善されていくのだと思い

ます。児童が主体的に学習するための新たな取り組みをたくさん学ぶことができたので，

自分の学校や自分の授業に１つでも多く還元していきたいです。

理科研究部では，日々の先生方の実践を募集しております。授業研での実践や授業・実験・観

察での小ネタ，または理科室の様子など，どんなことでも構いません。理科研究部へお寄せく

ださい。連絡先は，下記メールアドレスか，事務局まで直接ご連絡ください。お待ちしており

ます。

印教研理科研究部メールアドレス Rikainba@yahoo.co.jp

印教研理科研究部ホームページ http://rikainba.or.tv/index.html

http://rikainba.or.tv/index.html

